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平戚温2篠鷹通常総会議窯臆詔魁㌔竃  

平成12年度通常総会は去る4月21日に開催され，以下の総会議案がすべて原案通り承認されました  

のでお知らせしますか   
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り醇別テー叫マ「ORの限界への挑戦仙新しい応用分野の   

開拓ル＿j  

℡特別講演（一般公開）  

1）距≡1本経済の摘生とOR  

水野幸男（日本OR学会会長。日本電気㈱顧問）   

2）科学変動期の国際政治における日本の役割  

宇野重昭（成蹟大学専務理事。前学長）  

Q孝芭表作数  121件   

一般発表  109件   

APORSセッション  9件   

ペーーノヾ－→ フェア  3件（うち部会報告 3件）  

亜企業事例報告（企業車例交流会）6件  

⑳参加者数  343名   

また，22r†にはセコムSCセンター（研究開発＆研  

究所）を見学した。  

2シンポジウム  

（1）3月22†」，大阪国際大学において，第41回シンポ   

ジウム「確率モデルのフロンティア」を開催した．講   

演4伴わ 参加者は29名であった。  

（2）9月19l王，成践大学において，第42回シンポジウ   

ム 巨‾サーービスシステムのスケジューリング」を開催し   

た力 講演5件，パネルディスカッション1作。参加者   

は購名であった  

平成温風確度事紫報告 腐乱号議案）  

亙．事業の概要  

1．研究発表会  

（1）3月123凱 24Elの向田，大阪国際大学において，   

第85桓］研究発表会を開催した。   

¢特別テーマ「ORのグロ山カリズム」  

。特別講演（－一般公開）   

1）シームレスオフィス環境における創造的生産管理  

伊藤利朗（三菱電機㈱ 顧問）   

2）複雑系と社会システム  

吉田和男（京都大学 教授）   

3）『airI〕ivisiom：AChallengeforOR  

MilamVlacm（北陸先端科学技術大学院大学  

教授）   

㍉発表件数  113件   

一般発表  113件（うち部会報苓 3作）   

D企業事例報告（企業事例交流会）6件   

8参加者数  313名   

また，25日には阪急梅田T′㌃C（TotalTra拝ic Con－  

trol）Systemおよび宝塚歌劇の防災施設凸空調設備の  

制御装置を見学した。  

（2）9月20凱 21田の両田，成蹟大学において，第86   

回研究発表会を開催した⑳  

◎印 終了を示す  
＊印 研究グループを示す  

☆印 常設部会を示す  
3．研究部会◎研究グル仙プ  研究部会◎研究グルⅦプ終了／中間報告  

部会名   主査／幹事   メンノヾ－  開催   内  容   

☆待ち行列   宮沢 政清   20名  8回  本研究部会では，待ち行列システムを中心とする確率モデルの理論解析や，  
（一束京理科大学）  その情報通信システム性能評価への応用等に関する最新のトピックを専門家  

牧本直樹  に講演してもらい（各回2作），それらに関する議論。意見交換を行っている。   
（筑i皮大学）  

☆OR／MSと   住田 友文   20名  5回  当研究部会は，システム（特に経営組織）のマネジメントを効果的に達成す   
システムズQ  （電気通信大学）  るため，その構造。機能に大きな影響を及ぼす情報システムのあり方や活用   
マネジメント   林田 収二  方法について研究することをト拍勺に運営した。また，IFORS，99において，  

（古河電気工業）  HJMullerMerbachがオーガナイズするセッションでコア叶メンバーが関連  
研究を発表した。   

☆数∃哩計画   小島 政和   100名  1回  第11回RAMPシンポジウムを平成11年10月18。19日に九州大学で開   

（RAM‡））   （東京工業大学）  

宇野毅明  論，計算手法，応糊に関する情報交換。交流を行った。   

（東京工業大学）  催し（参加者約100名），4セッション（合計15講演）を通して，数理計画の理  

詔偲2（42）  オペレーションズ。リサーチ   
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部会名   主査／幹事   メンノヾ－  開催   内  容   

◎システムの   久志本 茂   18名  6回  経済・経営システム，情報・通信システムなど，様々な分野におけるシス   

最適化とOR   （福井工業大学）  テムのモデリングの方法やシステムの最適化に関する数理的研究とその応用  

前田  隆  について，自然科学や社会科学など幅広い分野の方々に報告して頂き議論・  

（金沢大学）  意見の交換を行った．また，北陸を中心としたOR関係者の研究交流の場と  

してもー走の効果を上げることができた．   

◎モテリレと最   森田  浩   16名  5回  モデル化と最適化ということでメンバーの他にOR学会員以外の講師も招   
道化   （神戸大学）  いて周辺領域を含めた幅広い研究や情報交換を行った．他の学協会との共催  

伊藤  健  も行い，そこで行われている研究との関連やつながりを探るとと1もに，OR学  
（流通科学大学）  会の活動を広報することができた．   

インフラスト   柳井  浩   17名  11回  インフラストラクチャーに関わる諸問題の情報収集・整理ならびにORモ   
ラクチャ一間  （慶応義塾大学）  デルの開発を行っている．特に①水資源問題，②広域交通網の評価，③イン   

題   栗田 治  フラ計画の収支といった具体的テーマに関して研究成果を上げつつある．   
（慶応義塾大学）  

経営戦略   梅沢  豊   21名  9回  統合オペレーションの戦略，マネジメントレベルの諸問題につき，理論的  
（東京大学）  分析を行う一方で，現代企業戦略の最先端事例を研究する．   
中野一夫  

（構造計画研究所）  

COM・SCM・   由良 憲二   16名  8回  全体最適化のためのサプライチェーン・マネジメントについて，理論と実   
スケジューリ   （電気通信大学）  務の両面における現状と問題点を明らかにし，必要とされる技術的発展の方   
ング   今泉  淳  向性と実践上の課題を議論した．合計9回の会合を持ち，企業から多くの参  

（東洋大学）  加があった．   

地J戎産業戦略   大内  東   7名  3回  地域産業振興のために情報産業が重要であると思われるが，実際の産業に  
（北海道大学）  対する情報技術の貢献度を理論化，数値化することは困難であるという結論  
山本 雅人  に達した．今後は，既存事業の内容を調査し，企業活動規模の拡大に向けて，  

（北海道大学）  どのような戦略的情報技術が適用可能かを示す．   

最適化とアル   田村 明久   20名  10回  最適化またはアルゴリズムに関連する分野の研究推進と情報交換を目的と   
ゴリズム   （京都大学）  し，年に10回程度（1回あたり2名講演）研究会を開催します．分野について  

塩浦昭義  は限定せず関連分野からの参加／講演を歓迎します．   
（上智大学）  

システム最適   時永 祥三   30名  6回  システム最適化の理論と応用に関して，社会科学，自然科学の様々な分野   
化の理論と応   （九州大学）  の研究者により研究発表をしてもらい，その一部はオペレーションズ・リサ   
用   古川 哲也  ーチ学会の雑誌や大学の紀要に掲載された．発表者は九州支部会員が中心で  

（九州大学）  あるが，参加者同士の交流の場ともなっており，会員の拡大にも貢献してい  

る．   
マーケティ ン   同大 彬訓   40名  9回  当部合では「金融データベース・マーケテイング」をテーマに，実掛こ携   
グ・エンジこ   （立教大学）  わる方の講演とデータ解析コンペティションを行った．コンペでは産学合わ   
アリング   中川慶一郎  せて10チームが参加し，共通のデータをもとにその分析方法を競った．   

（NTTデータ）  

◎＊都市のOR   腰壕 武志   15名  5回  OR手法に精通する理論研究者と都市計画を専門とする実践研究者との交  
（筑波大学）  流の場を提供する．講師による研究発表さらにその後の会合等を通して，環  
大澤義明  境問題，交通問題，施設配置，経済活動等について研究を深める．   
（筑波大学）  

◎＊ORリテラ   真鍋龍太郎   10名  6回  ORリテラシー普及の策として大学生向け教科書の暫定版を昨年3月に作   
シー   （文教大学）  った．これを実際に教室で用いた上で再検討して本年春に「問題解決のため  

高井 英造  のオペレーションズーExcelの活用と実務的例題」（日本評論社）として出版  
（静岡大学）  する．   

◎＊評価のOR   上田  徹   15名  7回  「DEA」と「AHP」の研究を行った．DEAの研究では，規模の収穫に対す  
（成蹟大学）  る重み制約の影響，DEA算法による統計学的距離，首都機能移転候補地選定  
篠原 正明  への応札 確率的DEAなどの発表があった．AHPの研究では，グループ  
（日本大学）  AHPを用いた合意形成モデル，エントロピー法によるウェイト推定などの  

発表があった．   

◎＊21世紀に   八戸 英夫   
（エ学院大学）  

17名  11回  21世紀における高度情報化社会の実現に欠かせない存在として着目され   
おける交通。  ているITSとサプライチェーン・マネジメントに代表されるような交通・流   
流通システム  平井 力  通システムに関する話題を中心に月1回の定例会で研究を行った．   

（鉄道総合技術研究所）  

＊マネージメ   徳山 博子   56名  4回  4回の研究会を開催し，講演と討論を行った．いずれの含も20名前彼の参   
ント・インフ   （静岡大学）  加者（さらに7，8名の学生参加者）を得て，盛況であった これらの成果は，   
オメーショ  八巻直一  平成11年度秋の学会発表会にて報告した．   
ン・フォーラ  （静岡大学）  

ム静岡  

＊環境政策   永井 達也   13名  5回  昨年は企業の環境情報公開，炭酸ガス排出抑制策に焦点をあててみた 情  
（大成プレハブ）  報公開では環境会計を，排出抑抑制では燃料電池，風力発電，コージェネを  
小池  清  取り上げそれぞれの専門家を招いて話を聞き，討論を行った．本年は更に，  

（キックス総研）  化学物質関連等もテーマにしたい．   

＊ファジィ動   安田 正賓   9名  5回  動的計画法研究グループから発展して，予測理論，環環境システム ソフ   
的計画法   （千葉大学）  ト・コンピューティング等を含む広い研究分野の範囲におよんで，意見交流  

正道寺勉  を行った．7ThBellmanContinuumにも当部会メンバーが多数参加した．   
（日本工業大学）  
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部会名   主査／幹事   メンノヾ－  開催   内  容   

＊グローバル   斎藤 司郎   24名  10回  8回の定例研究会と1泊2Flの合宿研究会を実施して計18件の事例研究   

政策   （防衛庁）  を中心とした発表討議を積み重ね，より総合的な観点或いはグローバルな視  

鈴木悦郎  点から問題解決のための要偶の解明やモデル化を幅広く探求したu   

（シスアップ）  

＊情報流通と   高橋  浩   9者  5回  インターネット及び携帯電話などのモバイル機器などが急速に普及してい   

オープンネッ   （富士通）  ることを踏まえ，こメtらに怖達するハードウェア，ソフトウェア，コンテン   

トワ【ク   松井 啓之  ツeサービスに着月し∴即弓家も招いての講演と質疑応答を交えた研究会を  
（愛知学院大学）  開催した卿   

4。普及渦動  

（1）定例講演会  

開催年朋  ア   ー  マ   

11年5月  電】子メディアの著作権保護と電子透かし技術   

講   師  参加人数  開催地区  

宮崎 明雄   15名   九 州   

ス」を統一－・一テ・鵬マとして，各界の第】一線でご活躍のゲス  

トのお話を中心に，この話題について検討し9 あわせて  

参加者相払の交流を深めることによって，大きな成果を  

収めた（参加者延133人）巾  

（2）ORセミナー  

「実用ORセミナ、血」を11月15噌16個25拍26勘 ㈱  

構造計画研究所で，40周年記念事業と共同で開催した鴨  

参加者28名でサ 参加者アンケートでも好評を頂いた  

〈開催趣旨〉  

「α配って何？」り「ORなんて役立たない」「ORは難  

しくて」などと思っているビジネスマンを対象に，OR  

のエッセンスと代表的な技法をコンパクトかつ平易にま  

とめた4田間の入門セミナwです。同僚とは，，，，一味違った  

高い視点から最適な意思決意を行える能力を身につける出   

前葦2相聞は，表計算ソフトを利用した分析技法「テ  

クノOR」を学びます。後半2日間は，モデルケースの  

分析を通してッ 代替案を作成し，フィジビリティや採算  

性を定量的に評価し，最適な経営意思、決定を行う考え方  

を学びます亜  

〈プログラム〉  

11月15日 EXCEIJの基本操作と線形計画法  

八巻直【一（静岡大学）  

AⅢP一階層化意思決定法  

八巻直一一（静岡大学）  

16田 コンジョイント分析  

高森 寛（青山学院大学）  

ⅢEA¶包給分析法  
刀根 薫（政策研究大学院大学）  

25臣」MBPの考え方  鈴木久敏（筑波大学）  

分析ケースの提示 猿渡康文（筑波大学）  

シミュレ門ション  

逆瀬川浩孝（早稲田大学）  

グループ討論と中間発表  

11月26田 要点の整理と考え方のヒント  
鈴木久敏（筑波大学）  

グループ討論  

分析結果発表と講評  

実用ORの意義  

水野幸男（OR学会会長）  

（3）OR企業フォーラム   

今年度は「ネットワーク環境ドのグローバルビジネ  

3鯛（44）  

1ユ．9。30  

本－アジアとの共生三の途  

〔〕㈱三菱総合研究所  

代表取締役副社長 囲野廣一   

代表取締役専務取締役  

情報戦略統括役員 島田精一   

12．1．24  庭草連携ベンチャ｝の起業  

「盲議有言㌃  テ巾マとゲストスピーカー  参加者   弓  グローバリゼーションの加速と田              ㌣i  ふ度情報凍土会と企業経営     ーーグローパル小ネットワ…ク   社会の急速な発展の中で－   ○三井物産㈱               I H  ：その背景と現実 ○大阪大学大学院ユニ学研究科   

教授 剛JJ功  

7－ライダル企業のグローバル戦略  

○ツタベウェディング㈱  

於：人阪  代表取締役社長 渡部隆夫   

（4）丸の内OR研究会   

平成4年iOケヨ発足以来9 0R学会の研究普及活動の  

一環として，年1月回例会を開催，広貴かつ先進的な話  

題提供と会員棉二亙の啓発を行っている。会場変更，例会  

のスタイル改良等の努力を続けているが，参加者不足か  

ら財政逼迫し9 学会から財政支援を実施した。なお，研  

究会の開催要旨は適宜OR誌に掲載している。  

（5）新宿OR研究会   

昭不lほ5年創設以来，年間10回の例会を開催している。  

テーマはOR関係の最近の動向に留まらず全員推薦の各  

界の話題など極めて広範，かつ蹄宜に過ったもので，メ  
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（5）学会ホームページと通信等設備の整備（詳細，ホー   

ムページ記載）  

既に通信基盤設備の学会事務局への設置は了し，ま   

た，記念事業及び学会活動を広報するホームページも   

開設され，今年度はその充実・整備が図られ，数多く   

の方々がアクセスされた．  

（6）特別研究助成（詳細，ホームページ記載）  

国際会議・シンポジウム開催等も含めた研究プロジ   

ェクトを広く会員から公募し，以下7件のテーマに対   

する助成を決定．うち「OR入門セミナー」は，11月   

既に開催を了し，その他についても研究継続中，或い   

は開催準備中で，大半は2000年度中に，また，一部   

は場合によっては2001年度にわたるものと思われる．  

①InternationalConference on Applied Stochastic   

SystemModelingの開催  

②農業における諸問題解決のためのORによる基礎的研   

究  

（ヨサプライチェインシステムの評価システムの構築およ   

びその最適化に関する研究  

④情報ネットワーク時代の開発・調達・製造・流通・販   

売・回収の統合オペレーション・マネージメントに関   

する理論的・実証的研究  

⑤OR入門セミナーの開催  

⑥情報通信ネットワークの新しい性能評価法に関する総   

合的研究  

⑦ネットワーク構造を有するライフラインシステムの危   

機対応管理体制に関する研究  

7．日本学術会議並びに他学協会との連携・協力  

（1）日本学術会議関連  

第17期においては，経営工学研究連絡委員会と人   

工物設計・生産研究連絡委員会経営管理工学専門委員   

会の構成学会として，前者には委員として今野浩氏  

（東京工業大学），後者には委員長として高橋幸雄氏  

（東京工業大学）をそれぞれ派遣している．両委員会   

は7月にシンポジウム「エンジニア資格制度と経営工   

学」を開催すると共に，委員会で議論を重ね，第17   

期における研究成果を報告書「経営工学からみたエン   

ジニア資格と教育認定制度」としてとりまとめている．  

（2）経営工学関連学会協議会（FMES）関連  

経営工学関連7学会で構成している当協議会は，現   

在は主として前記学術会議の委員会が主催するシンポ   

ジウムの開催支援を中心としている。当学会からはシ   

ンポジウム実行委員会に2名を派遣し，7月1日に開   

催された第15回シンポジウム「エンジニア資格制度   

と経営工学」に協力した．  

ンバーの啓発，懇親を行っている．会誌に開催案内を掲   

載し，新宿地区を中心に会員の幅広い参加を呼びかけて   

いる。   

5．刊行物  

（1）機関誌「オペレーションズ・リサーチ」vol．44  

No．3からVol．45No．2まで12号（本文681ペー  

ジ）を発行した．各号は特集を主とし，他にトップの   

視点，論文・事例研究，論文・研究レポート，講座，   

学生論文貴受賞論文要約，情報の窓，研究部会報告等  

を掲載した．  

（2）論文誌（JournaloftheOperationsResearchSoci－   

etyofJapan）Vol．42No．1からVol．42No．4まで   

（518ページ）を発行した．本年度の投稿論文は107  

編（再投稿60編を含む）で，掲載論文は34編であっ  

た．今年度から海外頒布はEIsevier Science Ltd．と  

独占契約を結び，海外販売を委託している．  

（3）研究発表会アブストラクト集およびシンポジウム予  

稿集  

春季・秋季研究発表会のアブストラクト集およびシ  

ンポジウム予稿集を発行した．   

6．40周年記念事業   

創立40周年記念事業企画推進委貞全会議は，全て電子  

メールを通じて開催され，幹事会も2回開催されたのみで，  

主としては電子メールによったほか，各事業計画の進捗状  

況は，ホームページにより各委員に伝達された．以下に平  

成11年度事業計画の実施状況について報告する．  

（1）国際交流（詳細，ホームページ記載）   

①第3回若手研究者の海外渡航援助  

18名 合計 3，130，000円   

②海外若手研究者の招待  7名 合計1，579，778円   

③IFORS，99北京大会への途上国からの発表のための  

渡航費援助2，000，000円の拠出をした．  

（2）専門書シリーズの出版（詳細，ホームページ記載）  

「経営科学のこユーフロンティア」と題するシリー  

ズ15冊を朝倉書店から刊行することとし，執筆継続  

中．刊行は来年度内と見込まれている．  

（3）「新編OR事典」の編集（詳細，ホームページ記載）  

学会の編集委員会（水野幸男委員長）の下編集活動  

を活発に行い，その結果編集作業の大半を了し，年度  

内の刊行は難しかったが本年4月～5月までには，  

CDqROM「OR事典2000」及び「OR用語辞典」（日  

科技連出版社）として刊行の予定．  

（4）教材・テキスト等の開発助成（詳細，ホームページ  

記載）  

主として版権等についての議論をつめた後，本年7  

月を目途に完成に努めてい る．  
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（3）日本技術者教育認定機構（JABEE）  

この機構はヲ 大学のエンジニア教育プログラムを評  

価肋認定する任意団体として，1999年11月に発足し  

た。当学会は，前記の報告書にも記述されているが，  

関連7学会と共同歩調を原則としり 委員2名を派遣し，  

参加方式を含めて今後の対応を協議しつつある。  

（4）㈲田本』二学会関連  

工学系94学協会の連合体である㈱田本ユニ学会の諸  

活動に協力し，また同会事務研究委員会に委員1名を  

派遣した小   

8．受託研究活動   

学会の公益活動の一L環として，本年度も前年度に引き続  

き，醐グローバル①インフラストラクチャー研究財何から  

の受託研究を「インフラストラクチャー問題」研究部会を  

窓口に実施した。   

9．国際協力  

（1）IFORS（‡mte7rmationalFederatjor10fOperationaj  

Research Societies）  

1999年8月16巨卜～20日第15回大会が北京におい  

て開催され，会濃以ド100名程度の参加により9 各回  

OR学会との交流，協力を図った。なおサ 40周年記念  

事業の一環として北京実行委員会に発展途上国招請基  

金として2百■万円が寄贈された。  

（2）APORS（Åssociation of AsiamPacific Opera－  

1且．支部活動   

各支部ごとに次のとおり活動した。   

tionaiResearch Societies）  

大山達雄氏（政策研究大学院大学）が事務局長とし   

て，アジア巾太平洋地域のOR学会の発展と加盟学会   

の情報交換に協力している小  

（3）IA〔派（InterrlationalAbstractsin Operatioms   

況esearch）の編集，発行に協力し，田本の文献抄録   

を送付するとともに，IAORのVol．50No．1～No。6   

の国内頒禰に協力した㊥  

（4）APJOR（Asia山Pac摘cJournalof（〕perational   

Research）の編集，発行，頒布に積極的に協力した。  

（5）E膵臓（Eur（）peam Journalof（〕peratiomal   

ResearCh）の編集，頒布に協力した疇  

10他翠協会と（7）交流  

他学協会の一軒記講演会等に協賛，後援した個  

℡1999年度経営情報学会シンポジウム（経営情報学会）  

8第49F口lシステム制御情報論習合（システム情報学会）  

㍉第3馴私人尤知磯雄ミナー（人工知能学会）  

りスケジュ…リングシンポジウム，99（スケジュー リン   

グ学会）  

㍉節9牒紺科学技術振興，推進に関するシンポジウム 川   

本．と二学会）  

咽経営二Ⅱ二学シンポジウム【50周年に向けて【（日本経   

営r二学会）  

（他略）  

支部活動報告  

北海道   東  北   中  部   関  西   中国四国   九  州   

運  支部総会   1回  支部総会   1回  支部総会   1ロき†  支部総会   1回  支部総会 1回  支部総会   1回   

1回  運営委員会。  
営 ．∠ゝ コニ  
議   幹事会  7回   幹事会 1回   

研   1桓i  研究会  5Lら阜j  31回  研究会  2回  研究会  3回   

究  
会   

研究発表会1阿   

・き  講演会  1回   講演会  4回  2回  講演会  1固   

竜顔  

講  講習会   1回  
習  
会  

支部ニュース5回  
出  

アブストラクト集   

版  1回  

他学会後援シンポ  三学会共催研究発  OR企業フォーラ   共催研究会 1回  

そ  1則  表会  

オー坤ストラ1トア  見学会 

の  
クイーンズランド  

他  

クショップl圃  1回 1l巨ブ‡  ム1回 竜  共催講演会 1回   

詔塾済（46）  
オペレーションズ0リサMチ   
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Ⅱ．処務の概要  

1．役員に関する事項   

理事  

定数：12人から16人  

12．表彰  

（1）日本オペレーションズ・リサーチ学会文献賞   

第28回文献黄の選考を行い，以下のとおり決定した．  

・A LogicalInterpretation for the Eigenvalue  

Methodin AHP   

Journalof the Operations Research Society of   

JapanVol．42，No．2  

関谷和之（静岡大学）  

（2）日本オペレーションズ・リサーチ学会普及黄   

第25回普及貨の選考を行い，以下のとおり決定した．  

イ．海辺不二雄（コンサルタント）  

ロ。小笠原 暁（ロゴヴイスタ㈱）  

（3）日本オペレーションズ・リサーチ学会実施賞   

第24匝I実施貴の選考を行い，下記のとおり決定した．  

株式会社 数理システム  代表取締役 山下 浩  

（4）日本オペレーションズ・リサーチ学会事例研究奨励  

賞   

第20回事例研究奨励賞の選考および第15回事例研究奨  

励賞ソフトウエア部門の選考を行い，以下のとおり決定し  

た．   

第20回事例研究奨励賞  

・固定資産宅地評価へのファジィ数量化理論の通用   

オペレーションズ・リサーチVol．44，No．6  

畠中政国（中央鑑定所），藤江寿紀，土肥 正，  

尾崎俊治（広島大学）   

第15回事例研究奨励賞ソフトウェア部門   

・トラヒッタ評価・設計支援システム：TEDAS  

吉野秀明，山本尚生（NTT情報流通基盤総合研究  

所）  

（5）日本オペレーションズ・リサーチ学会業績賞   

第1回業績賞の選考を行い，以下のとおり決定した．  

伏見正則（南山大学）  

（6）日本オペレーションズ・リサーチ学会学生論文賞   

第17回学生論文賞の選考を行い，以下のとおり決定し，  

授賞を行った．  

・数理計画モデルの適用による都市交通管理政策の評価  

に関する研究  

児玉裕一郎（埼玉大学・修士論文）  

・駅構内入れ換え計画問題に関する研究  

坂口 隆（電気通信大学・修士論文）  

・Branch－and－Cut algorithmsforbilinearmatrixinJ  

equalityproblems   

福田光浩（東京工業大学・修士論文）  

・時間枠制約付き配送計画問題に対する局所探索法の適  

用について   

増田友泰（京都大学・学士論文）  

2000年7月号  

非常勤  

（現在：16人）   

任期：2年  

監事  非常勤   

定数：2人 （現在：2人）   

任期：2年  

2．職員に関する事項（略）  

3．会議に関する事項  

（1）通常総会  

開催年月日  議 事 事 項  

1．平成10年度事業報告の件  
2．平成10年度収支計算報告および  

監査報告の件  

3．平成11年度事業計画の件  

4．平成11年度予算の件  

5．平成11年度12年度役員選任の件  

6．名善会員推薦の件  

7．定款改正の件  

8．学会賞の発表と表彰・新フェロー  

の紹介  

11．4．22  

／
 
 
 
／
 
 
 
／
 
 
 
／
 
 
 
／
 
 

（2）理事会（略）  

（3）評議員会  

開催年月日   議 事 事  項   結果   

12．4．7  1．平成11年度事業報告の件   承認  

2．平成11年度収支計算報告および  ロ  

監査報告の件  

3．平成12年度事業計画の件  

4．平成12年度予算の件   ノ／  

5．平成12年度13年度役員選任の件  ロ  

6．平成12年度13年度評議員選任の  ロ  

件   

（4）支部長会議（略）  

（5）委員会・幹事会  

・常設委員会   

OR誌編集委員会 9回 国際委員会   

研究普及委員会  8回 表彰委員会  

JORSJ編集委員会 3回IAOR委員会  

回
 
回
 
回
 
 

1
 
 
5
 
 
4
 
 
 ・その他の委員会・幹事会  

庶務幹事会  8回 フェロー会議  1回  

会長副会長会議  2回 研究部会主査会議 1回  

OR企業フォーラム企画委員会1回  

情報化委員会 4回   

4．許可・認可・承認・証明に関する事項   

定款の一部変更 文部省認可（平成11年6月30日）   

主たる改正点は，1．定款の中にあった会費の規定を細  

則に移した上で，正会員の入会金を1，500円（旧1，200  

円），年会費を14，400円（旧12，000円）とする．2．総会  
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の成立要件を会員現在数の3分の1以上の出席を，過半数  

以上の出席に改めるの2点。   

なお，細則には永年会員の規定が新設された 

「正会員のうち，30年以上正会員を継続し，70歳以上で  

ある者は申出に基づき，理事会の承認により会費を半額と  

することができる」小   

5．契約に関ずる事項  

JORSJのVo且。43からの海外頒布について，Eisevier  

8．会員状況  

（1）入退会内訳  

Sciennce Ltd．と販売契約。   

6．寄付金に関する事項   

秋季研究発表会開催に際して，成膜学園から30万円助  

成金の交付を受けた。   

7．主務官庁の指示に関する事項   

該当なし  

（2）地域別内訳  

名誉会員  正会員  学生会員  

A種  B種   

平成1ユヰ2月末日    14  2，584  339  106（ユ31）  29（29）  3，072   

入  会  60  79  4（4）  ユ（1）   144  

学→正  55  
平  

成  
正→学  △2   2  

動    正→名  い  

年  16  171  
度  

除  名  56  2（2）  127  

復  活  3  1（1）   〇   

純 増 減  △89  △45  △11（△12）  △4（△4）  ∠△ユ49   

平成12年2月末日    14  2，495  軍94  95（119）    2，923   

賛助会員  
名誉会員  正会員  学生会員  

A種   8種   

本  部   1，451   190  60（81）  18（18）   

北 海 道  84   9  2（2） 

東  北  90   5  5（6）   1（1）   

中  部   214   24  7（7）   1（ユ）   

関    内  2  376  51  15（15）  1（1）  中国。匹＝司    141  6  3（5）  3（3）  九   州    139  9  3（3）  1（1）  合   計  14  2，495  294  95（119）  25（25）   
（）は口数  

（）はl］数  

平成鼠且年度収支計算書（第2号議案）  

収支計算総括表  

平成11年3月1tヨから平成12年2月29注‡まで  （単位：円）  

1収入の部   

特別会計  
科  目   合  計   一般会計  

40周年記念事業   

基 本 財 産 運 用 収 入   10，000  10，0の0  0   

入  会  金  収  入   71，400  71，400  0   

会  費  収  入   51，645，800  45，450，800  6，195，000   

事  業  収  入   15，579，3且2  15，579，312  0   

そ  の  他  収  入   54，580，764  10，262，745  44，318，019   

当 期 収 入 合 計   121，887，276   7］L，374，257   50，513，019   

前 期 繰 越 収 支 差 額   17，004，035   i7，004，035   0   

収 入 合 計   138，891，311   88，378，292   50，513，019   

2 支出の部   

特 別 会 計  
科  田   合  計  ー般会剥   

40周年記念事業   

管   理  費   27，341，975   27，081，504   260，471   

事  業  費  93，723，109  43，470，561   50，252，548   

当 期 支 出 合 計   12ユ，065，084   70，552，065   50，513，019   

当 期 収 支 差 額   822，192   822，192   0   

次 期 繰 越 収 支 差 額   17，826，227   ユ7，826，227  0   

支 出 合 計   138，891，311  ⊥【】88，378，292  50，513，019   

遜鞄爵（48）  オペレーションズQリサーチ   
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3．研究部会・研究グループ  

（1）研究部会   

次の16研究部会を設置し，年度途中で地方，若手交流，  

緊急性が高いものなどについては予算限度内において追加  

発足を認める．   

ア．常設（3研究部会）  

「待ち行列」  主査：逆瀬川浩孝（早稲田大学）  

「OR／MSとシステム・マネジメント」  

主査：住田友文（電気通信大学）  

「数理計画（RAMP）」主査：小島政和（東京工業大学）   

イ．継続（7研究部会）  

「COM・SCMスケジューリング」  

主査：由良憲二（電気通信大学）  

「地域産業戦略」  主査：大内 東（北海道大学）  

「インフラストラクチャー問題」  

主査：柳井 浩（慶応義塾大学）  

「経営戦略」  主査：梅沢 豊（東京大学）  

「システム最適化の理論と応用」  

主査：時永祥三（九州大学）  

「最適化とアルゴリズム」 主査：田村明久（京都大学）  

「マーケテイング・エンジニアリング」  

主査：同大彬訓（立教大学）   

ウ．新設（6研究部会）  

「AHPの理論と実際」   主査：木下栄蔵（名城大学）  

「ORにおける数理システムの最適化」  

主査：野田竜夫（富山県立大学）  

「環境システム」  主査：小田中敏男  

「ゲーム理論とその応用」  

主査：武藤滋夫（東京工業大学）  

「数理的意思決定とその応用」  

主査：森田 浩（神戸大学）  

「評価のOR」  主査：山田善靖（東京理科大学）  

（2）研究グループ   

5研究グループを設置する．年度途中での追加発足も積  

極的に認め，活動実績と研究成果が高いものは次年度に研  

究部会に昇格させる．   

ア．継続（5研究グループ）  

「マネージメントインフォメーションフォーラム 静岡」  

主査：徳山博子（静岡大学）  

「環境政策」  主査：永井達也（大成プレハブ㈱）  

「ファジィ動的計画法」  主査：安田正賓（千葉大学）  

「情報流通とオープンネットワーキング」  

主査：高橋 浩（富士通）  

「グローバル政策」  主査：斎藤司郎（防衛庁）   

4．普及活動，会員増強請動   

本年度は，各種行事を通じ会員の増強を図るべく普及活  

（49）349   

平成12年度事業計画（第3号議案）   

今年は例年と異なり，世界の多くの人が，同じテーマに  

注意を向け，それぞれの立場で関わりをもち，克服した画  

期的な年である．昨年春以降，マスコミでY2K問題が  

様々な取り上げられかたをした．中には正しい認識に基づ  

かずドタバタ劇もあったようだが，事前にリスクを正しく  

認識し対応すれば，大事にいたら無いことを多くの八が経  

験したわけである．多くの費用や工数が投入されたわけで  

あるが，保険やリスク管理の意識の低いと思われた日本に  

おいて，アメリカのような裁判沙汰が起こらなかったのは  

21世紀への新しい序章として良しとすべきである．   

また，IT革命に支えられたニューエコノミーへの対応  

が日本の次の克服すべき課題であるという合意形成がされ  

つつある．OR学会としても，この方向での旗振り役を任  

じるという使命感と自覚を持つことが重要と考える．   

アメリカに遅れをとった金融工学の分野の育成に努める  

と共に，日本人の天職である製造業においても，OR学会  

は正会員，賛助会員，社会に対し，思いを新たに貢献する  

必要がある．そのため，ORセミナー，企業事例交流会と  

OR企業フォーラム，シンポジウム等のあり方を今一度見  

直し，新しい時代の指導的立場に立てるよう，学会の総力  

をあげて取り≠阻むようにしたいと考えている．  

平成12年度における事業計画の概要は以下の通りである．  

1．研究発表会   

研究発表会を春秋2回開催する．  

（1）春季研究発表会   

期 日：3月27日，28日   

場 所：名古屋工業大学（愛知県名古屋市）   

特別テーマ：ORと環境   

見学会：3月29日（日本ガイシ小牧工場，ヤマザキマ  

ザック本社工場）  

（2）秋季研究発表会   

期 日：9月27日，28日   

場 所：東京工業大学（東京都目黒区）   

特別テーマ：21世紀のOR   

2．シンポジウム   

シンポジウムは定例的に年2回開催する．  

（1）第43回シンポジウム   

期 日：3月26日   

場 所：愛知大学（愛知一県名古屋市）   

テーマ：ゲームの理論とオペレーションズリサーチ  

（2）第44回シンポジウム   

期 日：9月26日   

場 所：東京工業大学（東京都目黒区）   

テーマ：ORと金融工学  
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動に，より一層努めることとし，以下のような活動を行な  

うこととする。  

（1）研究意欲の増進，最新知識情報の吸収を意図し，講  

演会開催の積極化を図る（支部6恒り。  

（2）学会の役割を内外にアピールするという広報活勤の  

一環として，また事業としての位置づけに配慮した  

0随セミナh（講習会）を3回開催する欄  

（3）賛助会員の増強を図ると共に支部活動の活性化に寄  

与するため，OR企業フォーラムを開催する心  

（4）賛助会員の増強を図ると共に，企業内でのOR実施  

例に対する社会の認知を高めるため，企業事例交流会  

を開催する（年2回）m   

5．刊行物   

次の刊行物を発行する。  

（1）機関誌「オペレーーションズ助リサーチ」（12号）  

（2）論文誌「JourmaloftheOperationsResearchSoci 

e吋OfJapan」（4号）  

（3）研究発表会アブストラクト集（2匝一）  

（4）シンポジウム予稿集（2回）0セミナ｝テキスト（3  

回）  

（5）研究部会活動結果の報文集等   

6．田本学術会議および他学協会との連携㊥協力   

川）日本学術会議経営ニュニ学研究連絡委員会及び人⊥物設  

計の生産研究連絡委員会（経営管理工学専門委員会）  

に委員を派遣し，その活動に参画する。  

（2）日本学術会議人工物設計8生産研究連絡委員会（経  

営管理工学専門委員会）が主催する第16LqJシンポジ  

ウムに，田本経営工学会，日本品質管理学会，il本開  

発」二学会，m本信頼性学会，研究ひ技術計画学会，ど1   

本設備管理学会とともに参匝巨共催し，その実行委員  

会に委員2名を派遣する㊥  

期 盲．頚：6月15闇（木）  

場 所：早稲田大学大隈小講堂  

テーマ：サービス産業伽公共事業と経営■1二学  

（3）耽咽本工学会の活動に協力し，その他関連学協会と  

の交流を積極的に進める。   

7．公益活動  

（1）受託研究   

官公庁，財団等の公的機関からの委託研究を積極的に受  

託するように努める。  

（2）啓蒙活動   

高校生¢一般市民に対するORの啓蒙活動を推進する。   

8｛ 40周篠記念事業   

平成ユ1年度までに多くの事業が実施されたが，以下の  

事業は本年度乃至それ以降にわたり継続実施されることと  

’こ・・、．∵  

詔愚⑳（50）   

継続事業計画の概要は以下の通りである。  

（1）国際交流   

平蔵9～11年度に引き続き，若手研究者の海外における  

研究級友のための渡航費の援助，海外の若手研究者を招待  

し酢本の学会における研究発表を中心とする国際交流の支  

援を行う帥  

（2）専門書シリーズの出版   

今年度内に刊行を予定している。  

（3）「新編O監事典」の編集   

4月蓋でに刊行できるように編集作業を進める。なお，  

CⅢ－況（）M版のタイトルは「OR事典2000」に用語編冊子  

体の著名は「OR用語辞典」に決定したむ  

（4）教材仲テキスト等の開発助成   

のR教材を集めた〔Ⅱト矧αMを作成し，7月までに配布  

する。  

（5）特別研究助成   

今年度にズレ込んだ6件の特別研究事業について，引き  

続き研究肋開催準備を行う中  

（6）ホ・－－ムページの充実   

学会ホームペ肘ジ，特に創立40周年記念事業関連のホ  

ームベト叫ジについては，今年度もその内容の充実に努める。  

（7）今後の40周年記念事業は，学会理事会の下で推進  

する町 本事業計画巨予算に従うとともにホームページ等を  

通じ，記念事業の広報及びその遂行に努める。   

9畢際協力lト交流  

（1）†FCbRS（InternationalFederation of Operational  

Research Societies）を通じて，各国のOR学会との  

交流9 協力を図る。  

（2）AI）ORS（Association of AsiaⅣゼacihc Operap  

tionalResearch Societies）を通じて，特に事務局長  

選侶学会としてアジア申太平洋地域のORの発展と加  

盟学会間の情報交換に横板的に協力する。7月5臣～  

7別に開催される第5国大会（開催地シンガポール）  

に参加し9 大会の成功に資する。  

（3）］［A〔況（ImternationalAbstractsin Operatioms  

Research）の編集，発行に協力し，［諸本の文献抄録を  

送付するとともに，IAORの園内頒布に協力する巾  

（4）APJOR（Asia－Pac摘c Journalof Operational  

Research）の編集，頒布に協力をする。  

（5）EjOR（European Journalof Operational  

Research）の編集，頒布に協力をする。  

（6）海外からのOR関係来訪者に応接する。  

10．支部活動   

各支部において，研究会，講演会，見学会等を企画し実  

施するほか9 会員対策についても配慮する。  

オペレーションズむリサーチ   
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12．その他   

財政基盤の安定化に努めるとともに，事務局のOA化  

に配意する．  

11．表彰   

文献賞，実施黄，普及賞，業績賞，事例研究奨励賞およ  

び学生論文賞の選考・表彰を行う．  

平成12年度収支予算書（第4号議案）  

収支予筆担堕表  

平成12年3月1日から平成13年2月28日まで  

（単位：円）  

1収入の部   

科  目   
合  計   一般会計   

特別会計  

40周年記念事業   

基 本 財 産 運 用 収 入   10，000   10，000   0   

入  会  金  収  入   120，000   120，000   0   

会  費  収  入   55，205，000   49，205，000   6，000，000   

事  業  収  入   18，597，000   18，597，000   0   

そ の 他 の 収 入   37，564，048   9，550，000   28，014，048   

当 期 収 入 合 計   111，496，048   77，482，000   34，014，048   

前 期 繰 越 収 支 差 額   17，826，227   17，826，227   0   

収 入 合 計   129，322，275   95，308，227   34，014，048   

2 支出の部   

科  目   合  計   一般会計   
特別会計  

40周年記念事業   

管  理  費   27，713，000   26，708，000   1，005，000   

事  業  費   83，783，048   50，774，000   33，009，048   

当 期 支 出 合 計   111，496，048   77，482，000   34，014，048   

当 期 収 支 差 額   0   0   0   

次 期 繰 越 収 支 差 額   17，826，227   17，826，227   0   

支 出 合 計   129，322，275   95，308，227   34，014，048   

平成12・13年度役員候補者名簿（第5号議案）  平成12・13年度評議員候補者名簿（第6号議案）  

会務役職  定数   候補者  備考（非改選役員）   

会  長  1（1）  長谷川 利 治   

副会長  3（1）  尭   

若 山 邦 絃   

2（1）   

国  際  1（0）   武 藤 滋 夫   

研究普及  2（1）  川 島 幸之助  太 田 敏 澄   

編  集  2（1）  小 島 政 和  田 口  東   

会  計  1（1）  小 澤 正 典   

無任所  

成 久 洋 之  

山 下膠比拡  

監事   宏   

氏  名  氏  名  氏  名   

6  安達公一   25  小金澤章吾  49   濱田年男   

2  井垣伸子  26  腰壕武志  50  福島雅夫   

3  生餌憲治  27  小島平夫  51  伏見正則   

4  石井博昭  28  小谷重徳  52  前田 博   

5  石川明彦  29  後藤義雄  53  校本浩樹   

6  伊田嘉昌  30  古林 隆  54  松山久義   

7  茨木俊秀  31  近藤次郎  55  真鍋龍太郎   

8  伊理正夫  32  今野 浩  56  水野幸男   

9  岩田 怜  33  佐藤富士夫  57  三根 久   

10  上田 徹  34  神 正照  58  村井 勉   

田  梅沢 豊  35  鈴木道夫  59  森 雅夫   

12  大内 東  36  高橋幸雄  60  森口繁一   

13  大野勝久  37  高見幸正  61  森戸 晋   

14  大山達雄  38  竹内 啓  62  森村英典   

15  岡 久雄  39  辻 絃良  63  安田一彦   

16  岡本行二  40  東低徹男  64  柳井 活   

17  岡本正昭  41  刀根 薫  65  八巻直一   

18  岡本吉晴  42  仲川勇二  66  山口 忠   

19  尾崎俊治  43  中田友一  67  山下 浩   

20  海生直人  44  中野一夫  68  山田 茂   

21  唐津 一   45  中村正治  69  山田郁夫  

河合 一   46  行方常幸  70  山田善靖  

国i畢清典  47  野村淳二  

久野源三  48  鳩山由紀夫  

（）内は平成12年度改選数  

2000年7月号  （51）351   © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




